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採種用タマネギに発生した一炭そ病菌の完全時代  

山 本 弘 幸，内 藤 中 人   

1970年6～7月に．香川県三豊郡－・帯の採種用タマネギの花茎，花使および／J＼花に未報告と思われる－・病害が発生し  

た病斑部からほ．C〃JJβねfγ∠c血憫 属不完全時代，Pカ．γ5αねs♪〃γα属完全時代の両属が観察されたので，分生胞子お  

よび子嚢胞子からそれぞれ単胞子分離をして両者とも病原性のあることを究明するとともに，戸々γぶαねs♪0′・α菌は  

CoJJβねf㌢∠頭裾柁薗の完全時代であることを確認した．本邦に．おけるネギ屈炭そ病菌としてはCβJJβねわ・・∠－c血㈹（∠7d・  

〝α花√5（BERK…）VoGLINOがすでに報告されて小るが（2・3・＝），筆者らの薗とは分生胞子の形態および天然の発病部  

位が異なり，またその完全時代は．なお確認されていない・菌の種名決定に・は至ってこいないが，現在までの知見の概要  

を報告することとする・   

本稿を草する紅あたり，材料入手に・種々便宣をほかって頂いた本学疏菜園芸学研究室倉田助教授に深謝の意を表す  

る．なお，本報告の大要は昭和46年皮日本植物病理学会大会で講演発表した（8）・  

Ⅰ病  徴  

本病は天然では採種用タマネギの花茎，花梗および小花に発生する－・花茎では花序の直下から約1000までの部分が  

侵されるが，花梗および小花では全体が侵される・花茎は∴最初紡錘形の灰緑色斑点を生じ，病気の進展とともに帯蔑  

または灰褐色に変り，健全部とはっきり境をなして－凹んでくるが，花梗および小花は健・病の境がはっきりせず帯黄  

または灰褐色を呈する．病斑部には．いずれの部位も黒褐色の小点を多数生ずるが，完倉時代は花茎紅・のみ認められる  

（図版1，2）小 なお，病状が進むと花梗の脱落が著しい小  

ⅠⅠ病原菌の形態  

病斑部を検鏡の結果，C〃JJβねf㌢去cゐ〝∽に・属する不完全時代とP々γ5め1S如7αに属する完全時代とが混在してこいた・  

後述のとおり両者は同根関係にあるが，病斑部病原菌の形態は次のようである・   

菌糸 分生子堆および子蛮殻付近の菌糸は黄褐色を呈しているが，その他の菌糸ほ無色である一．菌糸は多数の隔膜  

を有し，細胞内を縦横に伸長している．その巾は－・定でなく1い3～10・0〝で，細胞膜貫通部はとくに狭い 

分生胞子 無色，単胞，楕円形で，大きさは7．5～27．5×3‖8～7。5〃′である・ネギ属の既知炭そ病菌（Cc戎㌢Cよ〝α乃5）  

のような新月形のものは全く認められない（図版3）・   

分生子柄 無色，単胞，10一．0～32．5×3，．8～5い0〃・の大きさで，分生胞子1個ずつを頂生し，分生子堆を形成する   

剛毛 黒褐色で先端は尖り，基部は多少ふくらんでいる．胞子堆中に多数混生し，剛直あるいほ多少弓形を呈し，  

1～3個の隔膜を有し，大きさ37．、5～120い0×3．8～6、3〃である・   

子嚢敦 孤生あるいは群生して表皮下庭形成される・孔口，孔緑糸状体，子窺および側糸を有し，黒褐色のフラス  

コ状あるいは楕円形で，大きさほ50・0～2000×90‖0～240伽である（図版5）・   

手套 子蛮殺底部から形成され，無色，横棒状で，頂端は少し肥厚し，基部は細めになっている0 大きさは35・0～  

75。0×7い5～15，0〃′である（図版7）．   

側糸 無色，単胞，糸状で，大きさは37り5～87い5×13～5nOJムである（図版7）・   

子嚢胞子 子喪中に8コ形成され，無色，単胞で，長卵形あるいは楕円形を呈し，大きさはユ0・0～15・・0×3り8ハー5・OJ▲  

である（図版7）．   

本菌の不完全時代の形態をCc∠′・c∠机㍑ば㌢こ供する記載と比較してみるとき（第1表），分生胞子の形態の点でほ明  

らかに異なるが，その他の点では著しい差異をみいだしがたい 
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第1表 Cc如壱形α乃S と本菌との不完全時代紅おける比較（〃）   
‾▼‾‾ 

br  、一帯 廟  
（隔膜数）  

80～315×3、75～563  
（0～4）  

24、2′〉136．5×2．4～6い2  
（1へノ5）  

80～315  
（0～3）  

Hemmiら（2）タマネギ 鱗茎18～28×3～4  11．69～18い23×2′－3   

近 藤 ら（8〉ネギ   集 16．5～24．．5×39～5小1   

WalkeI・（7）タマネギ 鱗茎14～30×3～6  

130～170  

Stevensら（5）タマネギ   

本 朝   タマネギ  

茎
茎
梗
花
 
鱗
花
花
小
 
 

19．．2～26．．4×3．6～7り2  24～48×2．4 125～240×4  

37．5～120。0×3．8′｝6い3  
（0～3）  

100～359  7．5′－27．5×3“8′－7…510．0～32‖5×3い8′～5．0  

ⅠⅠⅠ病原菌の分離  

上述のとおり，病斑部にはC¢JJβわg㌢∠cゐα研属不完全時代とP如Sαねs♪〃㌢α属完全時代とが混在して：いたので，両  

者の同根関係と病原性を明らかにするため，まず，分生胞子，子轟胞子からそれぞれ肇胞子分離した．なお，タマネ  

ギの有色品種はC小C∠7・d鋸㈲仁に対しては抵抗性といわれているが（3，4・7），本報の菌は愛知黄品種から分離した．   

分生胞子からの分離 病斑部から接種針でかき取った分生胞子をマ一－チン培地（1）紅届き，250C，5日間培養する・  

伸長した菌叢の先端をジャガイモ煎汁培地に・移植して，さらに7日間培養する・形成された分生胞子で，1視野（×  

100）約10個の胞子懸濁液を作り，光聯下で無菌的に1胞子ずつ吸い取った殺菌脱脂綿をジャガイモ煎汁培地に居き，  

仲良した歯並先喘を取って．，単胞子分離の純粋培養薗を得た・その結果，分離棟は菌叢の異なる2種類に大別され  

た．1つは菌叢表面が白色，灰白色で，空中菌糸の発達がよく，基中菌糸は最初灰白色であるが，培養の進むにつれ  

て淡黒緑色，ついで黒緑色紅変化する・分生胞子および剛毛の形成は少ないが，培養後2～3週間で菌叢表面に」、黒  

点を生じ，それらがまれに完全時代まで進む（以下Cl菌系と略称）．他の1つほ菌叢全体が淡黒褐色，または黒褐色  

で，空中菌糸ほ少なく，分生胞子および剛毛の形成はよいが，現在まで培地での完全時代形成ほ認められない（以下  

C2菌系と略称）．．ただし，C2菌系は供試材料40個体中1個体から2例出現したのみである・   

子嚢胞子からの分離 病斑部の子重殺形成部を約50〃の切片紅し，ミクロマニプレ一夕ー（Leitz）に・より子嚢をバ  

ラ′くヲ紅して了褒胞子を1個ずつ取り，マ－チン培地に置き，以後は分生胞子と同様の分離操作により純粋培養菌を得  

た（以下A菌系と略称）り子轟胞子からの菌叢はすべてCl菌系と同一Jで，培地に・おける完全時代形成もまれであった・   

なお，供試培地中完全時代の形成されたのは汐ヤガイモ耶汁であったが，これをタマネギ花茎のものと比較すれは  

第2表のとおりである．すなわち，天然，培地間であまり形態的差異を射、だしがたい（図版5～8）・  

第2表 タマネギの花茎およびジャガイモ照汁培地に・形成された完全時代の比較  

形 態  大 き さ（〃）  
（天然および培地）  天 然  培 地  

子蛮殺 鼠姦蒜監窯鎗孔口，50、0～200・0×弧0～240－0喜3：3＝…宇g：3…1岩喜：3諾≡：3≡＊  
子 轟 棍棒状，無色  35・0～75・0×7‖5～15・ト0 ：＝：：：＝：＊  

10．0′－17．′5× 3．8′－ 6．3＊  
10．0～17．．5× 3．8′－ 6．3＊＊   

50．0′｝90、．0× 2い5～ 3一．8＊  
50…0～120uOX 2い5′・ノ 3い8＊＊  

子褒胞子  長卵形，栢円形，無色，単胞10い0～15り0×3・8～5‖0   

側  糸  糸状，無色，単胞  37．5～87．5×1．3～5・0  

＊  分生胞子から単胞子分離して得たCl菌系  

＊＊  子嚢胞子から単胞子分離して得たA菌系   
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ⅠⅤ 病  原  性  

分生胞子，子嚢胞子の単胞子分離紅よって儒た上記3菌系を供試し，病原性を調べた・すなわち，ジャガイモ煎汁  

培地に．250C，7～10日間培養して得た分生胞子（図版4）の懸濁液を無傷および束ねた絹針で傷つけたタマネギ（品  

種：愛知貴，愛知白）の葉に毛  

筆で塗布した、なお，タマネギ  

は鉢植紅播種後2～3カ月（草  

丈20～30飾）のものを用い，接  

種後は250Cのコイ†トロン内  

でビニールを2日間覆って湿度  

を高めた．   

その結果（第3表），3菌系と  

も病原性を示したが，無傷接種  

では有傷接種に比べやや発病率  

が低いい病斑部からはマーチン  

培地を用いて屑分離したが，3  

菌系とも接種菌と同一・菌叢を呈  

し，分生胞子の形，大きさも接  

種薗と大差ない（第4表）．なお，  

第 3表 タマネギ葉に対する3菌系の病原性  

（250C，20日後，2回実験合酎＊）  

有  傷  無  傷  
供試数 発病数 発病率（％）  供試数 発病数 発病率（％）  
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⊥
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0
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6
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0
 
 
0
0
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4
 
 

5
 
 
7
 
 
6
 
 
7
 
 

＊ 品種間差異がないため愛知茂と愛知白の和で示す  

＊＊ 対照は殺菌水塗布，Cl，C2 菌系は分生胞子，A菌系は子轟胞子か  
らそれぞれ単胞子分離して得た菌（第4，5，6表算1，2囲も同様）  

枚菌水塗布の対照区は葉に．何らの変化を示さず，菌も分離されなかった・  

つぎに．タマネギ鱗茎，  
寛4表 接種菌と再分離薗の3菌系分生胞子の大きさ（り  

（250C，培養10日，汐ヤガイモ煎汁培地）  
ネギ，ラッキョクおよび  

ノビルの葉紅対する病原  

性も調べて．魂た．供試タ  

マネギ（品種：愛知責，愛  

知自）は播砥後6カ月，  

直径3～5Cmのもの，ネ  

ギ（品種：九億）は播種  

菌  系  
薗の状態  

CI  C2  A  

接種菌 10．．0～25い0×3．．8～6．310・ト0～22・5×3・8～6・310・0～25・0×3一8～6・0  

再分離菌 10り0～25．0×3・8′、′61・310、0～27…5×3・8～6“310・0～25・0×3い8～6・0  

後2～3カ月，草丈20～25C爪，ラッキョウ（品種不明）は草丈10～20C澗，ノビル（自生）は草丈20～3000のもので，  

接種方法は前述のタマネギ葉の場合と同様である・その結果（第5表）．いずれの供試植物紅も有傷，無傷ともに・病原  

性を示した・   

なお，いずれの供試植物でも，形成された分生胞子は栢円  

形のものばかりで，新月形のものは観察されなかった・   

また，有性世代は天然のタマネギ花茎病斑部と汐ヤガイモ  

煎汁培地で形成されたのみで，接種試験の場合は．いずれの植  

物，部位でも約3カ月放置後も形成されなかった・  

第5表 ネギ腐植物に対する3菌系の病原性   

（250C，20日後，2回実験，有傷接種）  

Cl  

愛知黄  
愛知自  

愛知黄  
愛知自  

≠
≠
 
±
±
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

≠
≠
一
±
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

≠
≠
＝
一
±
 
十
 
＋
 
＋
 
 

‡…茎‡  
Ⅴ 病原菌の生理的性質   

Cl，C2，Aの3菌系を供試して，培地上紅おける1，2  

の生理的性質を調べた．  

1．培地上の諸性質   

Cl，C2，A3菌系の汐ヤガイモ煎汁培地に．おける諸性質  

の主要な差異に．ついてほ既述したが，他の培地での動向と比  

較するため，ジャガイモ煎汁，希薄督油（斉藤式），ぺプト  

ン加用合成およびツァぺック培地紅3菌系を250Cで6日間  

タマネ ギ  

ネ  ギ 葉  九 條  

ラッキョク 葉  

ノ ビ ル 葉  

発病は±，＋，」＋の順で少ない  

ぺトリ皿平面培養してみ．た．   

ClおよびA菌系はいずれの培地でも空中菌糸の伸長がよく，菌叢表面は白色，灰白色，裏面は淡黒緑色，黒緑色を  

呈し，菌糸の発育，分生胞子および剛毛の形成なども培地間ではとんど差を認めなかった．これに対し，C2菌糸ほい   
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貨6表 3薗系の寒天培地における諸性質（250C，培養6日）  

60   

ずれの培地でも白色の空中菌糸の形成きわめ  

て．悪く，歯叢ほ表装とも淡黒褐色，黒褐色を  

呈し，これらの点で2菌系と明らかに異な  

る－．希薄醤油培地以外では2菌系より菌糸伸  

長も悪いが，分生胞子および剛毛の形成はい  

ずれの培地上でもよかった（第6表）．要す  

るに．，ここで調査した項目に．関するかぎり，  

3菌系の動向に．は培地間差異がはとんどない  

といえよう（図版9）．   

2．温度と発育との関係   

本菌の発育適温および温度範囲を知るた  

め，3菌系をジャガイモ煎汁培地で6日間ぺ  

トリ皿平面培養して，菌差値径を測定した・  

その結果（寛1図），最低，最適および最  

高温度はそれぞれ3薗系とも50C，250～300  

菌叢   菌叢 分生胞子 剛毛 空中菌糸       一  
盾径（御）硬軟 形  成 形成 形 成  

培 地  菌系  

CI  
C2  
A   

CI  
C2  
A   

CI  
C2  
A   

CI  
C2  
A  

±
 
 
 

～
 
 

≠
＋
廿
 
≠
±
≠
‖
＝
廿
±
≠
 
♯
±
♯
 
 

±
＋
±
 
±
＋
±
 
±
＋
±
 
±
＋
±
 
 

±
 
±
 
±
 
±
 
±
 
±
 
±
 
±
 
 

～
≠
～
 
～
≠
～
 
～
♯
～
 
～
♯
～
 
 

＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
 
 

硬
軟
硬
 
硬
軟
硬
 
硬
軟
硬
 
硬
軟
硬
 
 

†  

†  

‡  

‡  

2
2
7
 
 

0
0
7
7
 
 

ジャガイモ  

7
6
5
 
 

7
7
7
 
 

希薄菅抽  

ぺプト ン  
加   用  

ツアぺック  

4
9
5
 
 

（
む
6
8
 
 

3
6
S
 
 

7
5
6
 
 

形成は±，＋，≠の服紅少ない  
C，350（ノ400Cのようである．なお，50Cでは 

肉眼的に償菌糸伸長を認めがたいが，光跡観察でほ認められる・－・方400Cでほ光顕でも全く伸長していなかった・  

C．circinansについて．はWALKER（7）は発育範閻を4O～320C，近藤  

ら（3）ほ60～360Cとし，また発育適温紅ついてはWALKER（T）ほ260C，近  

藤ら（3）は240～260Cとしているが，これらの点では．本菌もはば一哉して 

いるといえよう．   

3．分生胞子の発芽と温度との関係   

ジャガイモ煎汁培地紅250C，7′・一10日ぺトリ皿平面培養して得た分生  

胞子の懸濁液を，スライドグラス上の2％寒天薄膜面に噴霧し仁所定温度  

に湿室下で16時間静置後，発芽率および発芽管長を調べた．   

0
 
 

0
 
 
 
 
 
 
 
 
6
 

4
 
 

蘭
錯
砿
径
㌫
）
 
 

その結果（第2図），  

3菌系とも同一傾向を  

示し，最低温度は50～  

100C，最高温度は350  

．｝400Cにある．C． 

cよれガ外のぴ・については  

5 1015 20 25 30 35 4打  
培養温度（℃）  

籍1図 3菌系の各種温度における発育  
状態（ジャガイモ煎汁，6日後）   

発  芽  

率  

完50  WALKER（7）は40～320  

C，近藤ら（3）は60～320Cと記述しているから，本菌のはうがやや  

高温側にずれているようである小一藁，本薗の発芽適温は150｛ノ35◇  

Cの広範囲に．あり，C…Cよγ・d乃α〝Sについて‥のWALKER（7Jの200  

C，近藤ら（8）の25OCとはかなり異なる．ただし，WALKER，近藤  

らは胞子懸濁液で発芽させて：いるに対し，既述のとおり筆者らは  

2％寒天薄膜で発芽させたので，発芽床の差異も関係してこいるも  

のと推定される．発芽管長は25◇～300Cで最大を示した・10◇，150  

Cでほ発芽管は1本しか出現しなかったが，他の温度では．2，1，  

3本の順に．多かった。なお，発芽管長は全部の合計で示した・附  

着器は2％穿天薄膜では形成されないが，別に・行なった水滴上で  

は既報（2・4，7）と同様の形態のものが多数形成された1・  

ⅤⅠ考  察   

WAlXER（7）はタマネギ炭そ病菌の学名をその不完全時代の特性から  

5 1015 20 25 30 3与 40  
温贋（℃）  

第2図 3菌系分生胞子の各種温度に 

おける発芽率および発芽管長  

（発芽床2％穿天，16時間後）  

CoJJβねfγよcゐ捉椚Cよγ’C∠乃α乃・S（BERK．．）VoGLINO  

とし，これが現在でも世界的紅一般紅採用されている．ただし，S・TEVENSeial”（5）は不完全時代をVolutellacirc・   
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∠兜α〃S，また，ガラス室内の砂申把、入れた確病鱗茎に形成された完全時代をC泡■・頭離別明病ざC∠れカガαガSとしている  

が，いずれも旋間祝されているい凍邦でもHEMMIβfαJ．（2），野島（4），隈元ら（6），近藤ら（3）ほすべてWAIEERの学  

名を支持している．Cいの仇ガ批摘Sは我国ではタマネギの鱗茎（2・4），ネギ（31ぉよびタマネギ（6）の柴に発病すると報告  

されている∴筆者らの菌も人工接穂でほタマネギの柴，鱗茎のはかネギ，ラッキョク，ノビルの索紅病原性を示すが，  

天然では採種用タマネギの花茎，花硬および小花に発生する．分生胞子ほC．c査7C査乃α〃Sのような新月形のものが全  

くなく，すべて楕円形であり，病斑部に．完全時代も形成される‖ この点で本薗と C．cわ℃わ化∽・Sは明らか紅別種と考  

えてよかろう．Cu cgγわ肌用ぎの完全時代紅ついてほ前述のように．SrEVENS♂′αJ．の報告はあるが，疑問視されで  

いる．筆者らの菌の病斑部にはCo7Jめfγ∠cカ〝研属不完全時代とP砂5αねぎ♪¢γα属完全時代が混在していたが，両者が  

同根関係にあることは，本論文で明らか忙した次の諸点から疑問の余地ほ．あるまい…（1）CoJJめ≠′・之一班鋸柁属の分生胞  

子およびP々γ一9αJoS♪〃γα属の子療胞子からそれぞれ単胞子分離した菌はいずれもジャガイモ煎汁培地上で天然とはは  

同一・の木完全および完全時代を形放する…（2）上述両分離菌が培地に形成した分生胞子をネギ属植物虹技種すると，  

両者とも天然同様の病斑を形成する／（3）両者の培地上紅おける生理的諸性質がはば一・致する．   

つぎに．，病斑部の完全時代をP卸5αねs♪0㌢α属と同定した主な根拠は，表皮下に．孤生あるいは群生するフラ．スコ状  

または楕円形の予察扱が孔口，孔緑糸状体を有し，そ・の内部に．子褒胞子8コを有する子褒，側糸が存在することにも  

とづく．山本（9）は炭そ病菌の分類に．際し，予察殺頂部の長短および側糸の有無を考慮紅入れず，不完全時代がGJ♂¢・  

郎か励該朋，CoJJβわわ一よc勉仰仁屈のものの完全時代をGわ∽♂7・♂JJα属としているが，本報告ではこの見解によらず，従前  

からの一般の分類基準乾したがった小以上のとおり本報告でほ一応，採種用タマネギの花茎，花梗，小花に・P如Sαねs・ 

♪∂γα属の炭そ偶が発生し，その不完全時代ほCoJJβねわ・去■c加研に屈するが，分生胞子の形態からネギ属の既知炭そ病  

菌C砧協あ紘勉励∴滋C∠乃α〝√Sとは明らか紅別種であるとの指摘紅とどめ，病原菌の種名，病気の和名などの決定ほ今  

後に譲りたいu  

VII梼  要  

1970年6～7月，香川県三豊郡一博の採種用タマネギに花茎，花梗，小花を侵す一験そ病が発生し，病斑部には  

C〆Jβねf㌢よ’頭胡柁屈の分生胞子とともにP如sαねs♪○γα偶の子薬殺，子惑胞子が観察された‖分生胞子，子褒胞子から  

単胞子分離し，培地に形成された分生胞子をそれぞれタマネギの共，鱗茎に額傷按穣したとと．ろ，いずれも天然同様  

の病理を示し，再分離も容易であった巾 そのはかネギ，ラッキョク，ノピルの英にも病原性を示す‖ また，タカ．γ√SαJo・  

s♪0㌢・α菌がCoJJβわfγ査cカ〟∽菌の完全時代であることを確認した．我国ではタマネギの鱗茎，葉，ネギの菓を侵す炭そ  

病菌 CβJJβねf㌢よc血相埠Cわの玩劇那（BERKい）VoGいNO が既紅知られているが，その完全時代は．我国だけでなく外国で  

も確認されていない．C（よ■γCよ級別那の分生胞子は新月形であるに．対し，筆者らの薗ほ楕円形を呈し，この点で両者は  

明らかに．異なるが，上述のとおり天然の発生部位把も差異がある小本菌ほ培地で5じへノ350Cの範囲で発育し，その適温  

ほ．250～300Cである．分生胞子は100｛′350Cで発芽し，その適温は150～350Cと広い子蛮殻，子嚢胞子は培地でも形  

成される 
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The perfect stage of an anthracnose of onion for seed production  

HiroyukiYAMAMOTO and Nakato NAITO  

62  

SⅦmm8ry  

InJumeandJulyof1970a certainanthracnose occurred on the scape，Peducle and floret of onion  

grownforseedproductionin Kagawa Prefecture小On thelesionsof diseasedplants，aCe工vu1iofColleio－  

irichumand fmitbodiesofanascomycetous fungusbelonging to P々ysalospora were found．The results  

of inoculation experiments showed that both the fungi isolated from conidia and ascospores had patho- 

genicitynotonlyonleave？andbulbsofonionbutalsoonleavesofwelshonion，Allium bakeriREGEL  

andAllium grayi．REGEL．．It was also ascertained that ther・e WaS nO doubt as to the presence ofthe  

genetic relationbetween the conidialand asclgerOuS StageS．，The pathogenis clearly differentin the  

Shapeofconidia from Colletoわ′ichm circinans（BERX．）VoGLINO Whichis known to be parasitic on  

bulbsofonionandleavesof welshonioninJapan．．Thus，the formerisof the ellipsoidaltype，While  

thelattesisofthecurvedtype．Theminimum，maXimumand optimum temperature forthe growthon  

Culture mediawas foumdtobeabout5◇～100，25O～300and350～40OC respectively．The germinationof  

COnidia on wateragar occurs withinthe rangeabout50～40OC，butlittle differenceisseenat150～350C．  

（1971年5月31日受理）   
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成そ病の病倣および病原菌  

1．左は姓全，右ほ躍病（天然：花茎，花嵐小花） 2．雁病（天然：左は花序を花茎から切りほなし上方から  

撮影，右は花茎）3・分生泡子（天然，）く700）4・分生胞子（ジャガイモ前汁培地，×700）5．子喪殻（天  

然，×150）6子基殻（汐ヤガイモ煎刊培土払 ×150）7，了察∴子整胞子，側糸（天然，×450）8．．子窺，  

子喪胞子，側糸（ジャガイモ煎汁培地，×450）9‖ 3菌系の寒天培地に．おける菌叢（1C2菌系，2 Cl菌系，  

3 A菌系，PO ジ′ヤガイモ削」t、S 希薄習油，PE ぺプトン加用，C ツアぺック）   
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